
HPVワクチンは、性経験前の接種が最も有効とされ、日本では2013年4月から予防接種法にもとづき、
小学校6年生～高校1年生に相当する女性を対象に定期接種が始まりました。しかし、接種による
副反応が社会問題となり、2013年6月に積極的勧奨が控えられました。その後、国内外の知見を踏まえ、
厚生労働省審議会はワクチンの安全性に特段の懸念はなく、接種の有効性は副反応のリスクを上回る
として、2022年の4月から積極的勧奨が再開されています。
今回は、再開から２年が経とうとしている今の現状について、最新の情報と共にご講演いただきます。


